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 組

合

恒

例

の

研

修

旅

行

は

、

六
月
八
日(

土)

、
九
日(

日)

の

二
日
間
一
泊
二
日
で
群
馬
県
の

磯
部
温
泉
「
雀
の
お
宿
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

参

加

者

は

上

野

駅

中

央

改

札
口
に
午
前
十
一
時
に
集
合
、

新
幹
線
で
高
崎
で
信
越
線
に
乗

り
替
え
、
磯
部
駅
に
到
着
、
午

後
一
時
半
よ
り
ホ
テ
ル
の
会
議

室
に
於
い
て
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

今

回

の

研

修

会

テ

ー

マ

は

最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
相

続
と
事
業
承
継
」
で
、
講
師
は

組
合
で
は
過
去
に
何
度
か
講
師

を
お
願
い
し
て
い
る
特
定
社
会

保
険
労
務
士
・
中
小
企
業
診
断

士
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
肩
書
を
持
つ
佐
藤
良

道
氏
。 

 
初
め
に
本
間
専
務
理
事
の
司

会
で
講
師
の
紹
介
が
行
わ
れ
た

後
、
佐
藤
講
師
が
配
布
し
た
レ

ジ
メ
に
沿
っ
て
約
一
時
間
半
に 

 
 

わ
た
っ
て
講
演
し
ま
し
た
。 

初

め

に

佐

藤

講

師

は

「

相

続
と
事
業
は
別
物
な
の
で
計
画

や
検
討
の
際
に
は
混
同
し
な
い

よ

う

に

注

意

す

る

こ

と

が

必

要
」
と
前
置
き
し
、
経
営
者
が

知
っ
て
お
き
た
い
相
続
と
事
業

承
継
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
説

明
し
ま
し
た
。 

事

業

を

営

ん

で

い

る

以

上

は
、
「
次
の
世
代
に
事
業
を
受

け
継
ぐ
こ
と
」
が
課
題
の
一
つ

で
、
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

事
業
承
継
を
す
る
こ
と
が
大
事

に
な
り
、
相
続
と
事
業
承
継
は

「
受
け
継
ぐ
」
と
い
う
点
で
似

て
い
る
た
め
、
混
同
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。 

 

 

相

続

と

は

亡

く

な

っ

た

人

の
財
産
を
相
続
人
が
受
け
継
ぐ

こ
と
で
あ
り
、
事
業
承
継
と
は

育
て
た
会
社
を
後
継
者
に
次
い

で
も
ら
う
事
を
い
う
。 

相

続

は

死

の

瞬

間

に

開

始

す
る
が
事
業
承
継
に
は
そ
の
よ

う
な
ル
ー
ル
は
な
い
。
会
社
の

経
営
者
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
死
の
瞬
間
に
会
社
が

勝
手
に
承
継
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
相
続
人
に
な
る
人
と
事

業
承
継
人
に
な
る
人
と
の
違
い

は
相
続
の
場
合
は
法
律
で
相
続

人
に
な
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
事
業
承
継
に
は
相

続
人
の
よ
う
な
ル
ー
ル
は
な
い
。 

途

中

質

疑

応

答

で

、

具

体

的
な
質
問
が
あ
り
、
相
続
と
事

業
承
継
で
悩
ん
で
い
る
人
が
多

い
こ
と
が
伺
え
た
。 

講

演

会

終

了

後

、

午

後

六

時
よ
り
宴
会
場
に
て
懇
親
会
が

開
か
れ
、
特
別
参
加
の
東
京
都

正
札
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
の

田
中
祐
理
事
長
が
加
わ
り
、
北

嶋
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
恩
田

博
氏
の
音
頭
で
全
員
で
乾
杯
、 

い
つ
も
通
り
の
和
気
あ
い
あ
い

の
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 (

講
演
の
詳
細
は
次
号
に
掲

載
予
定) 
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第
一
二
二
回
ラ
ベ
ル
会
は
、

六
月
九
日(

日)

に
群
馬
県
安
中

市
の
『
高
梨
子
倶
楽
部
』
に
於

い
て
四
組
、
十
五
名
が
参
加
し

て
、
十
八
ホ
ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
イ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
員
が
初
め
て
の
ゴ
ル
フ
場

で
し
た
が
、
高
低
差
の
あ
る
山

間
コ
ー
ス
で
、
ト
リ
ッ
キ
ー
な

コ
ー
ス
設
計
に
苦
戦
し
ま
し
た

が
、
ラ
ベ
ル
業
界
で
は
実
力
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
サ
ン
ワ
コ
ー
ケ

ン
の
高
橋
範
幸
社
長
が
、
四
〇
、

四
〇
の
ネ
ッ
ト
七
〇(

H
d

1
0

)
 

で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

二

位

に

は

同

ネ

ッ

ト

(
H

d
2

3
)

で
村
田
金
箔
の
天
野

紀
和
氏
が
、
三
位
に
は
恩
田
製

作
所
恩
田
博
社
長
が
ネ
ッ
ト
七

一(
H

d
2

0
)

で
し
ぶ
と
い
と
こ

ろ
を
見
せ
ま
し
た
。 

 

６
月
度
理
事
会
議
事
録 

■
日
時
・
六
月
二
十
日(

木)
 

■
場
所
・
組
合
会
議
室 

■
出
席
者
・
北
島
憲
高 

大
澤

雅
純 

本
間
敏
道 

平
山
愛
二

郎 

保

坂

知

彦 

前

田

智

信 

清
宮
和
夫 

【
議
題
】 

① 

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て 

七

月

以

降

の

勉

強

会

、

懇

親
会
に
つ
い
て
検
討
し
、
東
京

都
や
中
央
会
、
中
小
企
業
振
興

公
社
の
補
助
金
、
助
成
金
を
積

極
的
に
使
う
べ
き
と
の
意
見
が

本
間
専
務
理
事
よ
り
出
さ
れ
、

中
央
会
の
「
団
体
連
携
型
Ｄ
Ｘ

人
材
育
成
推
進
事
業
」
に
つ
い

て
利
用
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。 

日

本

ラ

ベ

ル

の

平

山

理

事

か
ら
シ
ー
ル
印
刷
作
業
の
動
画

を
作
成
し
た
の
で
、
こ
れ
を
う

ま
く
活
用
で
き
な
い
か
と
い
う

提
案
が
あ
り
、
今
後
技
術
委
員

会
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

ま

た

、

北

島

理

事

長

よ

り

社
員
な
ど
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
て
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
講

演
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
で
、

も
し
希
望
が
あ
れ
ば
勉
強
会
な

ど
で
検
討
し
た
い
と
提
案
が
あ

っ
た
。 

②
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い

て 

ラ

ベ

ル

コ

ン

テ

ス

ト

に

つ

い
て
は
す
で
に
組
合
か
ら
案
内

を
し
て
い
る
が
、
従
業
員
の
励

み
に
も
な
る
の
で
ぜ
ひ
出
展
し

て
ほ
し
い
。
審
査
の
基
準
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
は
で
き
る
の

で
一
社
で
も
多
く
参
加
し
て
ほ

し
い
と
要
望
が
あ
っ
た
。 

大

澤

副

理

事

長

や

本

間

専

務
理
事
か
ら
は
、
今
の
コ
ン
テ

ス
ト
は
技
術
だ
け
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
な
っ
て
お
り
、
ラ
ベ
ル
と

い
う
の
は
商
品
を
ど
れ
だ
け
引

き
立
た
せ
て
い
る
か
が
重
要
で

こ
う
し
た
分
野
の
審
査
を
行
わ

な
い
と
意
味
が
な
い
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
た
。 

③
納
涼
会
に
つ
い
て 

恒

例

の

納

涼

会

に

つ

い

て

は
八
月
か
九
月
に
実
施
し
た
い

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
例
年

通
り
の
屋
形
船
に
す
る
か
、
浅

草
Ｒ
Ｏ
Ｘ
の
祭
り
湯
に
す
る
か

意
見
が
分
か
れ
た
が
、
今
回
は

屋
形
船
に
決
定
し
、
八
月
二
十

三
日
か
三
十
日
で
田
中
屋
に
問

い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。 

④
印
青
連
か
ら
の
お
願
い 

前
田
理
事
よ
り
印
青
連(

印

刷
産
業
青
年
連
絡
協
議
会)

が

七
月
に
実
施
す
る
工
場
見
学
会

と
十
月
に
実
施
す
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
参
加
と
協
力
を

呼
び
掛
け
る
お
願
い
が
あ
り
、

い
ず
れ
の
催
し
も
チ
ラ
シ
を
組

合
か
ら
配
布
す
る
こ
と
で
了
承

さ
れ
た
。 

⑤
そ
の
他 

本

間

専

務

理

事

の

退

職

金

未
払
分
に
つ
い
て
、
本
人
よ
り

説
明
が
あ
り
、
十
年
前
の
退
職

金
が
当
時
組
合
財
政
ひ
っ
迫
の

た
め
、
一
部
未
払
い
と
な
っ
て

い
る
分
を
今
期
で
支
払
う
こ
と

で
了
承
さ
れ
た
。 

大

阪

シ

ー

リ

ン

グ

印

刷

が

下
請
け
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
に

２
万
４
６
０
０
回
に
わ
た
っ
て

無
償
で
や
り
直
し
を
さ
せ
た
と

し
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、

大
阪
の
印
刷
会
社
に
再
発
防
止

を
求
め
る
勧
告
を
行
っ
た
こ
と

が
、
今
後
業
界
に
も
影
響
を
与

え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す

る
声
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
、
推
移
を
見
守
っ
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。 

Ｇ

Ｐ

認

定

申

請

サ

ポ

ー

ト

に
つ
い
て
も
、
組
合
か
ら
申
込

書
を
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

  
 

終
了 

午
後
七
時
半 

  
 

                               



         

 

      

政

府

系

金

融

機

関

の

一

つ

で

あ

る

商

工

組

合

中

央

金

庫

(

商
工
中
金)

は
、
政
府
が
保
有

す
る
４
６
・
５
％
分
の
株
式
を

売
却
す
る
一
般
競
争
入
札
を
７

月
に
行
い
、
来
年
年
３
月
末
ま

で
に
手
続
き
を
終
え
る
予
定
。 

商

工

中

金

は

、

昭

和

十

一

年
、
度
重
な
る
恐
慌
に
よ
り
、

中
小
企
業
の
融
資
を
担
っ
て
い

た
中
小
銀
行
が
没
落
。
多
く
の

中
小
企
業
が
危
機
的
状
況
に
陥

っ
て
い
た
状
況
の
中
、
設
立
さ

れ
た
の
が
商
工
中
金
で
す
。 

商

工

中

金

は

設

立

直

後

か

ら
、
普
通
銀
行
に
は
困
難
な
長

期
・
無
担
保
貸
付
を
実
現
。
世

論
の
期
待
に
応
え
、
中
小
企
業

の
窮
状
を
救
う
金
融
機
能
を
発

揮
し
ま
し
た
。 

そ

の

後

戦

前

、

戦

後

復

興

期
、
高
度
成
長
期
、
安
定
成
長

期
、
転
換
期
と
中
小
企
業
が
日

本
の
基
盤
を
支
え
る
と
い
う
強

い
思
い
が
、
商
工
中
金
の
前
進

す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

二
〇
〇
八
年
に
は
協
同
組
織

金
融
機
関
か
ら
株
式
会
社
形
態

に
移
行
、
株
式
会
社
商
工
組
合

中
央
金
庫
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。 

 

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央

金
庫
は
、
そ
の
完
全
民
営
化
の

実
現
に
向
け
て
経
営
の
自
主
性

を
確
保
し
つ
つ
、
中
小
企
業
等

協
同
組
合
そ
の
他
主
と
し
て
中

小
規
模
の
事
業
者
を
構
成
員
と

す
る
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
に

対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る

た

め

に

必

要

な

業

務

を

営

む 

こ
と
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社

で
す
。 

二

〇

二

三

年

六

月

に

株

式

会

社

商

工

組

合

中

央

金

庫

法

（
以
下
、
商
工
中
金
法
）
の
改

正
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
が
、 

今
回
の
法
改
正
で
は
、
政
府
保

有
株
式
の
全
部
処
分
を
実
施
し
、

商
工
中
金
の
業
務
範
囲
の
一
部

を
銀
行
と
同
様
と
な
る
よ
う
見

直
し
す
る
一
方
、
特
別
準
備
金

制
度
・
危
機
対
応
準
備
金
制
度

等
の
必
要
な
各
種
措
置
は
維
持

す
る
も
の
と
さ
れ
、
商
工
中
金

の
使
命
（
中
小
企
業
組
合
や
中

小
企
業
者
の
金
融
の
円
滑
化
と

い
う
法
目
的
）
は
、
今
後
も
変

わ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

今
年
も
「
産
業
交
流
展
二
〇

二
四
」
が
十
一
月
二
十
日
か
ら

三
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
リ

ア
ル
展
と
オ
ン
ラ
イ
ン
展
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
開
催
と
な
り
ま
す
。 

産

業

交

流

展

は

、

原

則

と

し
て
首
都
圏
（
東
京
都
・
埼
玉

県
・
千
葉
県
・
神
奈
川
県
）
に

事
業
所
を
有
す
る
個
性
あ
ふ
れ

る
中
小
企
業
な
ど
の
優
れ
た
技

術
や
製
品
を
一
堂
に
展
示
し
、

販
路
拡
大
、
企
業
間
連
携
の
実

現
、
情
報
収
集
・
交
換
な
ど
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

中

小

企

業

で

も

出

展

し

や

す
い
価
格
設
定(

出
展
料
五
万

語
千
円
～)

に
な
っ
て
い
る
の

で
、
小
規
模
零
細
企
業
で
も
申

し
込
み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

申

込

希

望

者

は

、

八

月

二

日
ま
で
に
先
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

s
a

n
g

y
o

-
k

o
r

y
u

t
e

n
.t

o
k

y
o

 

 

開
催
日
時 

■
オ
ン
ラ
イ
ン
展 

二
〇
二
四
年
十
一
月
六
日(

水)

～
十
一
月
二
十
九
日(

金)
 

公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

■
リ
ア
ル
展 

二

〇

二

四

年

十

一

月

二

十

日

(

水)

～
十
一
月
二
十
二
日(

金)
 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
展
示
棟 

 
十
一
月
二
十
日(

水)
 

・
二

十
一
日(

木)

／
十
時
～
十
七
時 

 

十
一
月
二
十
二
日(

金)

／
十

時
～
十
六
時 

                           

      

２００８年には株式会社化 

政府系金融機関の商工中金が 

来年 3 月末に完全民営化へ 

https://www.sangyo-koryuten.tokyo/


   
就

業

規

則

と

は

、

従

業

員

の
賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
労

働
条
件
、
職
場
内
の
規
律
な
ど

を
定
め
た
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
で
す
。  

 
 

 

労

働

基

準

法

に

よ

っ

て

、

常
時
一
〇
名
以
上
の
従
業
員
を

雇
用
し
て
い
る
企
業
（
一
〇
人

以
上
と
い
う
カ
ウ
ン
ト
は
企
業

単
位
で
は
な
く
事
業
場
単
位
）

に
は
、
就
業
規
則
作
成
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
就
業
規
則
が
な
い
こ

と
の
リ
ス
ク
は
大
き
い
の
で
、

従
業
員
が
一
〇
人
未
満
の
会
社

で
あ
っ
て
も
、
就
業
規
則
を
作

成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

■
社
員
一
〇
人
未
満
で
も
就

業
規
則
を
作
成
す
べ
き
理
由 

就
業
規
則
を
作
成
す
る
こ
と

で
、
社
内
ル
ー
ル
が
整
い
、
労
働

条
件
や
服
務
規
定
が
明
確
と
な

り
ま
す

。 

①
ル
ー
ル
の
明
確
化
・
労
働

ト
ラ
ブ
ル
の
回
避 

さ

ま

ざ

ま

な

価

値

観

を

も

つ
人
が
集
ま
る
企
業
に
お
い
て
、

ル
ー
ル
の
定
め
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す

る
た
め
に
も
、
ル
ー
ル
の
定
め 

   

お

よ

び

就

業

規

則

の

作

成

は
有
効
で
す
。 

ま

た

、

社

内

の

ル

ー

ル

に

反
し
、
不
正
行
為
を
お
こ
な
う

よ

う

な

社

員

に

対

し

、
「

減

給
・
降
格
」
や
「
出
勤
停
止
」

「
懲
戒
解
雇
」
な
ど
の
「
懲
戒

処
分
」
を
お
こ
な
う
た
め
に
は
、

就
業
規
則
に
「
懲
戒
事
由
」
と

「
懲
戒
の
定
め
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

ル
ー
ル
を
明
確
化
し
労
働
ト
ラ

ブ
ル
を
回
避
し
、
不
正
行
為
を

お
こ
な
う
社
員
に
対
し
て
、
適

切
な
制
裁
を
加
え
る
た
め
に
も
、

就
業
規
則
の
作
成
は
重
要
で
す
。 

②
職
場
秩
序
の
維
持 

就

業

規

則

は

、

あ

ら

か

じ

め
ル
ー
ル
を
定
め
て
お
く
こ
と

で

労

働

ト

ラ

ブ

ル

の

「

抑

止

力
」
と
し
て
機
能
し
ま
す
。 

近
年
で
は
特
に
、
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

へ
の
事
前
予
防
お
よ
び
対
処
法

が
企
業
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
お
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
事
項
に
関
し
て
も
就
業

規
則
で
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お

く
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス 

   メ
ン
ト
に
該
当
す
る
行
為
を
お

こ
な
っ
た
者
は
、
降
格
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
る
」
な
ど
と
、

あ
ら
か
じ
め
就
業
規
則
で
定
め

て
い
た
場
合
、
実
際
に
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き
た
場
合

の
対
処
が
明
確
と
な
り
や
す
く
、

事
前
の
予
防
策
へ
も
つ
な
が
り

ま
す
。 

こ

の

よ

う

に

就

業

規

則

は

、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
を
は
じ

め
と
す
る
、
「
職
場
秩
序
の
維

持
」
の
た
め
に
も
重
要
で
す
。 

③
法
令
遵
守
に
と
も
な
う
規

定
の
定
め 

就
業
規
則
に
は
、
「
残
業
時

間
の
定
め
」
や
「
育
児
・
介
護

休
業
法
に
関
す
る
事
項
」
な
ど
、

労
働
法
に
関
連
す
る
法
令
の
遵

守
に
か
か
わ
る
事
項
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

法

令

の

遵

守

に

か

か

わ

る

規
定
は
、
企
業
の
社
会
的
信
頼

を
守
り
、
社
員
が
安
心
し
て
働

く
た
め
に
必
要
で
す
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
就
業
規
則
に
定

め
て
い
な
い
こ
と
で
企
業
側
が

不
自
由
（
不
都
合
）
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

例

え

ば

、

年

次

有

給

休

暇

は
、
企
業
の
規
模
に
か
か
わ
ら

ず
、
年
五
日
の
取
得
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
繁
忙
期

な
ど
、
企
業
の
事
情
に
よ
り
、

取
得
時
季
を
（
相
談
の
う
え
）

指
定
し
た
い
場
合
は
、
「
就
業

規
則
に
お
い
て
記
載
が
あ
る
こ

と
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

こ

の

よ

う

に

、

就

業

規

則

は
、
社
員
と
企
業
の
双
方
を
守

る
た
め
に
重
要
な“

ル
ー
ル
ブ

ッ
ク”

と
い
え
ま
す
。 

就

業

規

則

を

作

成

す

る

際

は
、
以
下
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
さ
え
て
作
成
し
ま
し
ょ
う
。 

①

絶

対

的

必

要

記

載

事

項

を
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
記
載
す

る
。 ②

現

行

の

法

令

に

則

し

た

内
容
に
す
る
。 

③

労

働

ト

ラ

ブ

ル

の

多

い

項
目
に
つ
い
て
注
意
す
る
。 

就
業
規
則
に
は
、
「
労
働
時

間
」
や
「
賃
金
関
係
」
な
ど
、

必
ず
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
項
（
絶
対
的
必
要
記
載
事

項
）
が
あ
る
た
め
、
漏
れ
な
く

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
、
知
ら

ぬ
間
に
「
法
令
違
反
」
と
な
ら

な
い
よ
う
、
現
行
の
法
令
に
則

し
た
内
容
を
定
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

 

                                 

一
〇
人
以
下
の
企
業
も
就
業
規
則
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
！ 



 

■
気
胸
と
肺
気
腫 

 
気
胸
は
肺
に
穴
が
あ
い
て
肺

か
ら
空
気
が
漏
れ
、
タ
イ
ヤ
の

パ
ン
ク
の
よ
う
に
肺
が
し
ぼ
む

た
め
に
、
胸
痛
、
咳
や
息
切
れ

な
ど
が
生
じ
る
病
気
で
す
。
穴

が
あ
く
原
因
の
多
く
は
、
肺
の

表
面
に
「
の
う
胞
」
（
「
ブ
ラ
」

と
も
言
い
ま
す
）
が
生
じ
、
こ

れ
が
破
れ
る
た
め
で
す
。
ブ
ラ 

              

が
で
き
る
理
由
や
破
れ
る
理
由

は
、
現
在
で
も
正
確
に
は
分
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

 

気
胸
は
若
く
て
背
の
高
い
痩

せ
た
男
性
に
よ
く
起
こ
り
ま
す

が
、
六
〇
歳
頃
を
過
ぎ
る
と
肺

気
腫
（
タ
バ
コ
な
ど
が
原
因
で

正
常
な
肺
の
構
造
が
壊
れ
る
病

気
）
が
増
え
て
く
る
た
め
、
気

胸
に
な
る
人
も
増
加
し
ま
す
。 

■
気
胸
の
治
療
に
つ
い
て 

気
胸
に
は
⓵
安
静
、
②
胸
腔
ド

レ
ナ
ー
ジ
、
③
手
術
、
と
い
っ

た
大
き
く
三
つ
の
治
療
が
あ
り

ま
す
。
軽
症
の
気
胸
の
多
く
は

安
静
の
み
で
良
く
な
り
ま
す
。 

少
し
進
ん
だ
気
胸
は
空
気
を
抜

い
た
り
（
脱
気
）
、
細
い
管
を

留
置
し
た
り
（
胸
腔
ド
レ
ナ
ー

ジ
）
し
ま
す
。
気
胸
が
再
発
し

や
す
い
（
繰
り
返
す
）
原
因
は
、

安
静
や
胸
腔
ド
レ
ナ
ー
ジ
で
治

療
し
て
も
気
胸
の
原
因
で
あ
る

ブ
ラ
が
残
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

安
静
や
胸
腔
ド
レ
ナ
ー
ジ
で
は

約

五

〇

％

が

再

発

し

ま

す

。 

 

一
方
、
手
術
は
原
因
と
な
る

ブ
ラ
を
切
除
す
る
根
治
的
な
治

療
で
す
。
し
か
し
手
術
後
に
新

し
い
ブ
ラ
が
で
き
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
絶
対
に
再
発
し
な
い

わ
け
で
は
な
く
五
～
一
〇
％
が

再

発

し

ま

す

。 
 

 
 

 

手
術
が
必
要
に
な
る
の
は
、 

安
静
や
胸
腔
ド
レ
ナ
ー
ジ
で
改

善
し
な
い
時 

出

血

し

て

い

る

時

（

大

量

出
血
で
シ
ョ
ッ
ク
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
） 

両
方
の
肺
に
同
時
に
起
こ

っ
た
時
（
息
が
で
き
ず
に
シ
ョ

ッ
ク
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）
な
ど
で
す
。 

そ
の
他
に
、 

再
発
を
繰
り
返
す
時 

初

め

て

の

気

胸

で

も

重

症

な
時
（
肺
が
著
し
く
つ
ぶ
れ
て

い
る
な
ど
）
は
手
術
の
方
が
よ

い
で
し
ょ
う
。 

■
手
術
は 

手

術

は

胸

腔

鏡

と

い

う

内

視
鏡
（
カ
メ
ラ
）
を
用
い
た
胸

腔
鏡
手
術
が
主
流
で
す
。
全
身

麻
酔
下
に
胸
に
一
～
二
ｃ
ｍ
の

穴
（
切
開
）
を
三
個
程
作
り
、

一
つ
の
穴
か
ら
カ
メ
ラ
を
挿
入

し
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
写
さ
れ

た
画
像
を
見
な
が
ら
、
他
の
穴

か
ら
挿
入
し
た
専
用
の
器
具
を

用
い
て
ブ
ラ
を
切
除
し
ま
す
。 

 

通
常
特
殊
な
気
胸
（
肺
が
ん

や
結
核
な
ど
が
原
因
で
肺
が
破

れ
る
気
胸
）
を
除
く
と
ほ
ぼ
一

〇
〇
％
が
胸
腔
鏡
手
術
で
す
。

手
術
後
は
通
常
二
～
三
日
で
退

院
が
可
能
で
す
。 

■
肺
気
腫
と
は 

肺

気

腫

と

は

、

主

に

た

ば

こ
の
煙
が
原
因
と
な
っ
て
肺
胞

（
呼
吸
の
際
に
酸
素
と
二
酸
化

炭

素

の

交

換

が

行

わ

れ

る

部

位
）
に
慢
性
的
な
炎
症
が
生
じ
、

構
造
が
破
壊
さ
れ
て
肺
の
機
能

が
低
下
す
る
病
気
で
す
。
肺
気

腫
、
す
な
わ
ち
肺
の
構
造
破
壊

は
胸
部
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
診
断
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
咳

や
痰
症
状
か
ら
診
断
す
る
“
慢

性
気
管
支
炎
”
も
合
併
し
や
す

い
病
態
で
す
。
つ
ま
り
、
肺
気

腫
、
慢
性
気
管
支
炎
を
区
別
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
両
者

は
大
な
り
小
な
り
合
併
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
そ
こ
で
現

在
で
は
、
両
者
の
ど
ち
ら
が
主

で
あ
っ
て
も
、
呼
吸
機
能
障
害

（
閉
塞
性
換
気
障
害
）
が
あ
れ

ば
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。 

 

た
ば
こ
の
煙
な
ど
の
影
響
で

破
壊
さ
れ
た
肺
胞
の
構
造
が
元

に
戻
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
肺

気
腫
の
治
療
は
進
行
を
予
防
す

る
こ
と
・
症
状
を
緩
和
す
る
こ

と
・
合
併
症
を
予
防
す
る
こ
と

が
主
体
と
な
り
ま
す
。 

肺

気

腫

は

体

の

中

の

酸

素

が
不
足
す
る
病
気
で
あ
り
、
進

行
し
た
場
合
は
常
に
酸
素
吸
入

を
行
う
在
宅
酸
素
療
法
の
導
入

が
検
討
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
肺

の
膨
張
が
高
度
な
ケ
ー
ス
で
は

肺
を
切
除
し
て
容
積
を
減
ら
す

手
術
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

【
参
考
資
料
】 
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No208 健康がいちばん !   

肺に穴があき空気漏れる気胸 

６０歳過ぎると増える肺気腫  

https://medicalnote.jp/diseases/%E6%85%A2%E6%80%A7%E6%B0%97%E7%AE%A1%E6%94%AF%E7%82%8E
https://medicalnote.jp/diseases/%E6%85%A2%E6%80%A7%E6%B0%97%E7%AE%A1%E6%94%AF%E7%82%8E
https://medicalnote.jp/diseases/%E6%85%A2%E6%80%A7%E9%96%89%E5%A1%9E%E6%80%A7%E8%82%BA%E7%96%BE%E6%82%A3
https://medicalnote.jp/diseases/COPD
https://medicalnote.jp/diseases/COPD
https://www.dock-tokyo.jp/results/body-measurement/blood-pressure.html
https://aih-net.com/respiratory/user/disease/pneumothorax.html


  

 
リ
ン
テ
ッ
ク(

文
京
区
小
石

川
一
の
一
の
一 

電
話
三
八
六

八-

七
七
三
四)
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
容
器
回
収
後
の
洗
浄
工
程

で
き
れ
い
に
剥
が
れ
て
、
効
率

的
に
回
収
・
除
去
で
き
る
ラ
ベ

ル
素
材
を
開
発
。
容
器
の
回
収

や
再
資
源
化
が
求
め
ら
れ
る
中
、

リ
サ
イ
ク
ル
化
を
推
進
す
る
環 

境
配
慮
製
品 

と
し
て
各
分

野
で
採
用
さ

れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

同
社
は
こ
れ

ま
で
も
、
容

器
回
収
後
の

ア
ル
カ
リ
温

水
で
の
洗
浄

工
程
で
き
れ

い
に
剥
が
れ

る
ラ
ベ
ル
素

材
を
提
案
し

て
き
ま
し
た
。

従
来
品
は
主

に
日
本
酒
な 

 
 

 
 

 
 

 

ど
の
飲
料
用 

    

   

な
ど
の
ガ
ラ
ス
瓶
向
け
と
し
て 

採
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今 

回
紹
介
す
る
の
は
、
プ
ラ
ス
チ 

ッ
ク
容
器
に
も
適
し
た
ラ
ベ
ル 

素
材
２
ア
イ
テ
ム
で
す
。 

 

今
回
発
売
す
る
製
品
は
い
ず

れ
も
耐
水
性
に
優
れ
た
素
材
を

表
面
基
材
に
使
用
し
て
い
る
た

め
、
剥
が
れ
た
ラ
ベ
ル
が
ア
ル

カ
リ
温
水
の
中
で
も
細
か
く
破

れ
る
こ
と
な
く
、
効
率
良
く
回

収
・
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
に
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン 

 

   

   

（
Ｐ
Ｐ
）
系
の
合
成
紙
を
表
面

基
材
に
使
っ
た
ア
イ
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

の
多
く
を
占
め
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
製
容

器
へ
の
使
用
を
想
定
し
、
Ｐ
Ｐ

は
水
に
浮
き
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
沈
む
と

い
う
比
重
分
離
の
特
性
を
生
か

し
て
、
よ
り
効
率
的
な
ラ
ベ
ル

の
回
収
・
除
去
が
可
能
で
す
。 

特
長
と
し
て
は 

①

使

用

時

は

水

に

ぬ

れ

て

も
剥
が
れ
に
く
く
、
容
器
回
収

後
の
ア
ル
カ
リ
温
水
で
の
洗
浄

工
程
で
は
き
れ
い
に
剥
が
れ
る

ラ
ベ
ル
素
材
で
、
容
器
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
促
進
し
ま
す
。 

②

表

面

基

材

に

ポ

リ

プ

ロ

ピ
レ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）
系
の
合
成
紙

を
使
っ
た
ア
イ
テ
ム
は
ア
ル
カ 

リ
温
水
の
中
で
も
破
れ
に
く
い

ほ
か
、
Ｐ
Ｐ
は
水
に
浮
き
Ｐ
Ｅ

Ｔ
は
沈
む
と
い
う
比
重
分
離
の

特
性
を
生
か
し
て
、
よ
り
効
率

的
な
ラ
ベ
ル
の
回
収
・
除
去
が

可
能
で
す
。 

③

当

社

の

特

殊

耐

水

紙

を

表
面
基
材
に
用
い
た
ア
イ
テ
ム

は
、
紙
で
あ
り
な
が
ら
ア
ル
カ

リ
温
水
の
中
で
も
細
か
く
破
れ

に
く
い
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
。 

   

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

使

用

量

削

減
に
貢
献
し
ま
す
。 

④

二

ア

イ

テ

ム

と

も

安

全

性
を
評
価
し
た
物
質
の
み
を
使

用
可
能
と
す
る
食
品
衛
生
法
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
に
適

合
し
た
原
料
で
構
成
し
た
粘
着

剤
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

用
途
と
し
て
は
、
食
品
や
飲

料
、
日
用
品
、
化
粧
品
、
医
薬

品
な
ど
の
容
器
に
貼
る
表
示
ラ

ベ
ル
、
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ラ
ベ
ル

な
ど
。 

仕
様
は
次
の
通
り
。 

■W
A

8
0

F
A

-
Y
 

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ
ン
系
合
成
紙 

強
粘
再
剥

離 

エ
マ
ル
シ
ョ
ン
タ
イ
プ 

■W
A

8
0

2
A

-P
L
 

耐
水
紙 

強
粘
再
剥
離 

エ
マ
ル
シ
ョ
ン

タ
イ
プ 

剥
離
紙
は
い
ず
れ
も

グ
ラ
シ
ン
紙 

 

様
々
な
シ
ー
ン
で
使
用
さ
れ

る

シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル

耀

粘

着

紙
・
粘
着
フ
ィ
ル
ム
。
要
求
さ

れ
る
性
能
は
目
的
や
用
途
、
使

用
環
境
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

リ
ン
テ
ッ
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
粘
着
紙
、
粘
着

フ
ィ
ル
ム
を
豊
富
に
取
り
揃
え

て
い
ま
す
。 

                                 

 
 

な 

る 
 

ほ 

ど 

・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 

第 

二 

一 

四 

回

「 

リ 

ン 

テ 

ッ 

ク 

」 

ク
」 

環境に配慮した様々な素材開発 

洗浄工程できれいに剥がせる 

プラ容器に適した 2 アイテムを 


